
【例　５歳児】

第 ２ 章

架け橋期の子どもの姿と指導のポイント

第２章では、５歳児から小学校１年生のそれぞれの時期における「ねらい」、「育成を目指

す（育みたい）資質・能力」、「架け橋期の指導の重点」、「家庭との連携」、「多様な育ち

への配慮」を項目ごとにまとめました。見開き１頁にまとめて記載してあることで、幼稚園・

保育所では、現在の子どもの姿から小学校の学習活動を通して成長していく子どもの姿等が分

かります。小学校では、幼稚園・保育所において遊びや生活を通しての中で学び育ってきた内

容かを理解する手助けになります。<or>小学校では、幼稚園・保育所において、子どもたちが

遊びや生活を通してどのように学び育ってきたかを理解する手助けになります。

【ねらい】

各時期のねらいを記載

しました。

ここに記載している時

期は目安であり、一人

一人の発達や学びの状

況には個人差があるこ

とに留意して、この時

期にとらわれることな

く、子どもの発達や学

びの状況に即した対応

した適切な指導が大切

【「幼児教育(あるいは

小学校教育)において育

みたい（育成を目指

す）資質・能力」】

子どもの姿を三つの柱

ごとに整理、記載しま

した。

５歳児は、関連する５

領域を表示しています。

【指導の重点】

架け橋期の子どもの指

導の重点を記載しまし

た。架け橋期の指導を

幼児期から小学校就学

以降の育ちの連続性を

意識してもって指導を

行う参考になります。

【家庭との連携】

【多様な育ちへの配慮】

本区の教育施策の重点でもあ

る「家庭との連携」「多様な育

ちへの配慮」に視点をあて、架

け橋期の教育におけるポイント

を記載しました。子どもたちが

健やかに成長していく過程で、

基本的な生活習慣や人間性・社

会性・考え方などは家庭生活の

中で育まれます。ここでは、架

け橋期の子どもの姿を見据えて、

家庭との連携、多様な子どもの

育ちへの配慮のポイントを記載

しました。
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第 ３ 章

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」から見る実践例

第３章では、練馬区内の幼稚園、保育所、小学校の実践例をまとめました。

ここでは、子どもたちの遊びや活動の様子、や環境構成の工夫を写真で紹介し、遊びや学

習活動から読み取れる見られる「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を記載しました。

教員・保育士と子どもとの関わりや環境の構成の工夫改善・充実、架け橋期の指導・援助

のポイント等、それぞれの幼稚園・保育所・小学校の教育活動の実情に合わせて、ご活用く

ださい。
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